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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板の表面に発光素子が実装されてなる発光モジュールと、前記発光モジュールを収納
する収納空間を有する装置本体と、前記収納空間に前記発光モジュールが収納された状態
で、前記収納空間を外部より被覆するように装着された透光性のカバーとを備える照明装
置であって、
　前記カバーは、前記収納空間を被覆する中央部と、前記中央部の周縁に形成されたフラ
ンジ部とを有し、且つ前記フランジ部が前記収納空間の開口周縁の全周にわたり面接触す
るように、前記装置本体に固定されており、
　前記収納空間の開口周縁が、前記開口周縁の外側領域よりも前記収納空間の底面に向け
て凹入された段差部となっている
　照明装置。
【請求項２】
　前記カバーにおいて、前記中央部の平均厚みをｔ1とし、前記フランジ部の平均厚みを
ｔ2とするとき、ｔ1＜ｔ2の関係が成立する
　請求項１に記載の照明装置。
【請求項３】
　前記カバーは前記収納空間との対向面側において、前記中央部の周縁全周に対応する位
置に立設された側壁部をさらに備え、
　前記側壁部が前記収納空間に挿入されている
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　請求項１または２に記載の照明装置。
【請求項４】
　少なくとも、前記収納空間と前記カバーの側壁部との間に介挿されたパッキンをさらに
備える
　請求項３に記載の照明装置。
【請求項５】
　前記収納空間の開口周縁の形状が円形である
　請求項１に記載の照明装置。
【請求項６】
　前記装置本体は、前記収納空間の開口周縁を取り囲むように配された反射部を有する
　請求項１～５のいずれかに記載の照明装置。
【請求項７】
　前記発光モジュールを保持するホルダをさらに備え、
　前記発光モジュールは前記ホルダに保持された状態で前記収納空間に収納されている
　請求項１～６のいずれかに記載の照明装置。
【請求項８】
　前記ホルダと前記カバーとは互いに係合されており、
　前記ホルダと前記カバーの少なくとも一方が締結部材を用いて前記装置本体側に密着し
た状態で固定されることにより、
　前記フランジ部が前記開口周縁の全周にわたり面接触している
　請求項７に記載の照明装置。
【請求項９】
　前記発光素子はＬＥＤ素子である
　請求項１～８のいずれかに記載の照明装置。
【請求項１０】
　前記発光素子に電力を供給するための点灯装置をさらに備える
　請求項１～９のいずれかに記載の照明装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は照明装置において、異物の侵入を防止する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、特許文献１に記載されるように、天井等の取付孔に埋設するダウンライト型の照
明装置が開発されている。図１０は従来の照明装置の構成例を示す部分断面図である。
　図１０に示す照明装置１Ｘは、天井１０の取付孔１１に埋設される有底円筒型の装置本
体６と、基板７０の表面に発光素子７１が実装されてなる発光モジュール７とを有する。
さらに照明装置１Ｘは、発光素子７１の出射光を反射させるように配された反射部材８と
、発光素子７１を覆うように配された透光性のカバー（透明パネル）９等とを有する。
【０００３】
　発光素子７１はＬＥＤ素子を用いてなる。装置本体６は、雄ねじＢ4を用いて互いに締
結された筐体６Ａとヒートシンク部６Ｂとからなる。筐体６Ａは筒状であり、照明装置１
Ｘにおいて下方に開口された収納空間６０を有する。発光モジュール７は収納空間６０の
内部に収納される。カバー９は、収納空間６０の開口周縁に形成されたクランク部６１に
対して嵌り込むように配される。このときカバー９の周囲に配された側壁部９０が収納空
間６０内の側面６２に沿って配置される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１１－１７５７８７号公報



(3) JP 6103356 B2 2017.3.29

10

20

30

40

50

【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　図１０に示したような従来の照明装置１Ｘでは、以下の課題が存在する。
　照明装置１Ｘでは、製造誤差や設計上の理由等により、カバー９の側壁部９０と収納空
間６０内の側面６２との間に、外部と直接連通する間隙Ｄ4を生じることがある。一方、
クランク部６１の周辺において、照明装置１Ｘに振動が外部から加わる等の理由により、
カバー９と反射部材８との間に間隙Ｄ4と連通する間隙Ｄ5を生じることがある。
このため、照明装置１Ｘを屋外等で使用する場合、間隙Ｄ4、Ｄ5を通じて微小な昆虫や空
気中に浮遊する塵や埃、ゴミ等（以下、これらを単に「異物」と称する。）が入り込み、
カバー９の内部に侵入する可能性がある。カバー９の内部に侵入した異物は、発光面に影
を生じる原因となりうる。
【０００６】
　これらの問題の対策として、カバー９の前方に透明パネルを配設することで、間隙Ｄ4

を外部と直接連通させないようにすることが考えられる。或いは、間隙Ｄ4を充填剤等で
充填してカバー９内を密閉する対策も考えられる。しかしながら、このような対策を行う
とコストの上昇を招く可能性がある。
　本発明は上記課題に鑑みて為されたものであって、外部からカバー内への異物の侵入を
効果的に防止することが可能な照明装置を比較的低コストで提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の一態様に係る照明装置は、基板の表面に発光素子が実装されてなる発光モジュ
ールと、前記発光モジュールを収納する収納空間を有する装置本体と、前記収納空間に前
記発光モジュールが収納された状態で、前記収納空間を外部より被覆するように装着され
た透光性のカバーとを備える照明装置であって、前記カバーは、前記収納空間を被覆する
中央部と、前記中央部の周縁に形成されたフランジ部とを有し、且つ前記フランジ部が前
記収納空間の開口周縁の全周にわたり面接触するように、前記装置本体に固定されている
構成とする。
【０００８】
　また、本発明の別の態様として、前記カバーにおいて、前記中央部の平均厚みをｔ1と
し、前記フランジ部の平均厚みをｔ2とするとき、ｔ1＜ｔ2の関係が成立する構成とする
こともできる。
　ここで本発明の別の態様として、前記カバーは前記収納空間との対向面側において、前
記中央部の周縁全周に対応する位置に立設された側壁部をさらに備え、前記側壁部が前記
収納空間に挿入されている構成とすることもできる。
【０００９】
　本発明の別の態様として、少なくとも、前記収納空間と前記カバーの側壁部との間に介
挿されたパッキンをさらに備える構成とすることもできる。
　また、本発明の別の態様として前記収納空間の開口周縁が、前記開口周縁の外側領域よ
りも前記収納空間の底面に向けて凹入された段差部となっている構成とすることもできる
。
【００１０】
　本発明の別の態様として、前記収納空間の開口周縁の形状が円形である構成とすること
もできる。
　本発明の別の態様として、前記装置本体は、前記収納空間の開口周縁を取り囲むように
配された反射部を有する構成とすることもできる。
　本発明の別用態様として、前記発光モジュールを保持するホルダをさらに備え、前記発
光モジュールは前記ホルダに保持された状態で前記収納空間に収納されている構成とする
こともできる。
【００１１】
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　本発明の別の態様として、前記ホルダと前記カバーとは互いに係合されており、前記ホ
ルダと前記カバーの少なくとも一方が締結部材を用いて前記装置本体側に密着した状態で
固定されることにより、前記フランジ部が前記開口周縁の全周にわたり面接触している構
成とすることもできる。
　本発明の別の態様として、前記発光素子をＬＥＤ素子とすることもできる。
【００１２】
　本発明の別の態様として、前記発光素子に電力を供給するための点灯装置をさらに備え
る構成とすることもできる。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の一態様に係る照明装置では、収納空間を外部より被覆するカバーがフランジ部
を有する。カバーは装置本体に対し、フランジ部が収納空間の開口周縁の全周にわたり面
接触するように固定される。従って、たとえ振動が外部より加わっても、カバーと収納空
間との間に外部と直接連通する間隙が生じない。
　これにより、カバーを覆う透明パネルを用いたり、カバーと収納空間との間の間隙に充
填する充填剤等を用いなくても、収納空間の開口周縁付近からカバーと収納空間との間の
間隙を伝って異物がカバー内に侵入するのを効果的に防止できる。
【００１４】
　結果として、外部からカバー内への異物の侵入を効果的に防止することが可能な照明装
置を比較的低コストで提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の実施の形態１に係る照明装置１の上方側から見た構成を示す外観図であ
る。
【図２】下方側から見た照明装置１の構成を示す外観図である。
【図３】上方側から見た照明装置１の分解図である。
【図４】下方側から見た照明装置１の分解図である。
【図５】（ａ）はカバー５３周辺の構成を示す照明装置１の部分断面図である。（ｂ）は
カバー５３周辺の拡大断面図である。
【図６】カバー５３の外観図である。
【図７】（ａ）はカバー５３で奏される光学的効果を説明するための拡大断面図である。
（ｂ）は想定されるカバー５３Ｘにおける光学的課題を説明するための拡大断面図である
。
【図８】本発明の実施の形態２に係る照明装置のカバー５３周辺の拡大断面図である。
【図９】本発明の実施の形態３に係る照明装置のカバー５３周辺の拡大断面図である。
【図１０】従来の照明装置の構成例を示す部分断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、各図を参照して本発明の各実施の形態に係る照明装置を説明する。
　尚、以下の説明では便宜上、各図におけるＺ方向を「上方」、逆Ｚ方向を「下方」と称
する。
＜実施の形態１＞
（照明装置１の構成）
　実施の形態１に係る照明装置１の構成を、図１の上方から見た外観図、及び図２の下方
から見た外観図にそれぞれ示す。照明装置１は、円形のダウンライト型としている。
【００１７】
　照明装置１は、点灯装置２と、複数の取付バネ３と、装置本体４と、光源部５を有する
。
［点灯装置２］
　点灯装置２は、外部の商用の交流電源より光源部５に電力供給する。図３の分解図に示
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すように、具体的構成として点灯装置２は、回路ユニット２０と、下ケース２１Ａと、上
ケース２１Ｂと、端子台２２と、端子台カバー２３とを有してなる。回路ユニット２０に
は、一例として商用の交流電源から供給される交流電力を直流電力に変換するコンバータ
回路等が組み込まれている。
【００１８】
　下ケース２１Ａ及び上ケース２１Ｂは回路ユニット２０を収容する筐体として用いられ
る。下ケース２１Ａと上ケース２１Ｂは同順に、雄ねじＢ3を挿通させるためのねじ孔２
１０Ａ、２１０Ｂを有する。ねじ孔２１０Ａ、２１０Ｂを介して雄ねじＢ3を装置本体４
の雌ねじ４３９と締結することで、点灯装置２が装置本体４に固定される。
　端子台２２は発光モジュール５０の配線（不図示）と商用の交流電源とを回路ユニット
２０に電気接続する。
【００１９】
　端子台カバー２３は端子台２２を収容する。
［取付バネ３］
　天井等の造営材には、照明装置を取り付けるための取付孔が形成されている（図１０参
照）。取付バネ３は照明装置１をその取付孔に固定する手段として用いられる。具体的構
成として、取付バネ３は可撓性を有する帯状の金属板（ステンレス板等）で構成される。
照明装置１において、取付バネ３は装置本体４の周囲に一定間隔をおいて複数（ここでは
３個）設けられる。
［装置本体４］
　図２に示すように、装置本体４は、下方（Ｚ方向）より平面視した際に収納空間を有す
る外観形状を持つ。
【００２０】
　図３に示すように、具体的構成として、装置本体４は筐体４０と、筐体４０の周囲に間
隔をおいて立設された複数の放熱フィン４１とを有する。筐体４０は有底筒状であり、下
方に開口された収納空間４２を有する。この収納空間４２が、装置本体４に形成された収
納空間に相当する。さらに装置本体４は、筐体４０の開口周縁４２３の周囲に形成された
斜面状の反射部４３と、反射部４３の周囲に配された円環状の枠部４４と、枠部４４の上
に配された環状のプレート４５とを有する（図３、図４）。装置本体４は、一例として放
熱性に優れるアルミニウム材料を用いて形成されている。
【００２１】
　放熱フィン４１は、筐体４０の外周面から外部に向かって放射状に立設される。放熱フ
ィン４１は光源部５の駆動熱を空気中に放熱する手段として用いられる。
　収納空間４２は、主として光源部５を収納して保持するための空間として用いられる。
具体的な構成として、収納空間４２を臨む筐体４０の表面には、内底面４２１と、内底面
４２１の周囲を取り囲む側面４２２とが存在する。筐体４０の開口周縁４２３には、その
全周にわたって段差部４２４が存在する（図４）。
【００２２】
　内底面４２１には、雄ねじＢ1、Ｂ2を挿通するためのねじ孔４２５、４２６と、発光モ
ジュール５０の配線を挿通するための配線孔４２７、４２８とが存在する。また内底面４
２１の中央には、放熱シート５１と発光モジュール５０とを同順に載置するための台座部
４２９が突設されている。
　段差部４２４は、カバー５３におけるフランジ部５３２の裏面５３２ａと面接触する部
位として用いられる。具体的構成として段差部４２４は、開口周縁４２３が、その外側領
域よりも収納空間４２の内底面４２１に向けて凹入されてなる。段差部４２４の表面は、
光源部５のランプ軸（Ｚ）方向と直交する平面（ＸＹ平面）に沿って平坦化されている。
【００２３】
　反射部４３は、光源部５の出射光のうち、斜めに向かう成分を反射して下方に出射させ
る部位として用いられる。
　枠部４４は、天井の取付孔（図１０の取付孔１１を参照）に照明装置１を埋設した際、
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取付孔の周縁と当接する部位として用いられる。
　プレート４５は、天井と枠部４４との間に配される緩衝部材である。
［光源部５］
　光源部５は、発光モジュール５０と、放熱シート５１と、ホルダ５２と、カバー５３と
を有してなる（図４）。
（i）発光モジュール５０
　発光モジュール５０は、図５（ａ）のカバー５３周辺の部分断面図に示すように、基板
５００と、基板５００の一方の表面に形成された発光部５０１とを有する。発光部５０１
は、複数の発光素子５０２と、発光素子５０２を封止する透光性の波長変換部材５０３と
を有する。
【００２４】
　発光素子５０２は、一例として青色発光するＬＥＤ素子である。発光素子５０２は、Ｃ
ＯＢ（Chip On Board）技術により基板５００の配線パターンに実装されている。
　波長変換部材５０３は、透光性の封止樹脂材料に蛍光体材料を含有させてなる。波長変
換部材５０３は、発光素子５０２の出射光における青色発光波長の一部を長波長側に波長
変換する。これにより、発光モジュール５０からの出射光が白色に調整される。
【００２５】
　尚、発光モジュール５０は、点灯装置２の回路ユニット２０と、基板５００の配線パタ
ーンとを電気接続する不図示の配線をさらに有する。駆動時には、この配線を通じて点灯
装置２より直流電力が各発光素子５０２に供給される。
（ii）放熱シート５１
　放熱シート５１は、発光モジュール５０の駆動熱を装置本体４の台座部４２９側に効率
よく放熱させる手段として用いられる。照明装置１において、放熱シート５１は台座部４
２９と発光モジュール５０との間に挟設される（図４）。これにより発光モジュール５０
が放熱シート５１を介して台座部４２９と熱結合される。具体的構成として、放熱シート
５１は伝熱性に優れるシリコーン樹脂等を用いたシートで構成される。
（iii）ホルダ５２
　ホルダ５２は、発光モジュール５０を保持する手段として用いられる。ホルダ５２の外
観形状は収納空間４２の内部に収納可能な高さを有する円柱状である。具体的構成として
、ホルダ５２は下方側のＺ方向端面に設けられた反射部５２０を有する（図３、図４）。
反射部５２０の中央には、発光モジュール５０の発光部５０１を露出させる窓孔５２１が
存在する（図４、図５（ａ））。また、ホルダ５２は反射部５２０の周囲より上方側に向
けて立設された円筒状の側壁部５２２と、側壁部５２２の外面に突設された係合爪５２３
とを有する（図４）。側壁部５２２の高さ（Ｚ方向高さ）は収納空間４２の深さ（Ｚ方向
深さ）より低めに設定されている。
【００２６】
　尚、ホルダ５２は、反射部５２０の裏面に立設された１対のボスを有する。各ボスには
、それぞれ雌ねじ５２４、５２５が形成されている（図３）。雌ねじ５２４、５２５は雄
ねじＢ1、Ｂ2と同順に螺合される。
　ホルダ５２は白色顔料を混合した樹脂材料を射出成形して構成される。あるいはホルダ
５２は金属材料の表面に白色塗料を塗布して構成される。
（iv）カバー５３
　カバー５３は、ホルダ５２の窓孔５２１から露出する発光モジュール５０の発光部５０
１を覆う。またカバー５３は、発光部５０１の出射光を外部に出射させる。カバー５３は
、全体としてホルダ５２の形状に合わせた有底筒状の形状を有する。
【００２７】
　具体的構成として、カバー５３は図６の外観図に示すように、側壁部５３０と、中央部
５３１と、フランジ部（鍔部）５３２とを有する。
　側壁部５３０は、円筒状に形成された部位である。側壁部５３０の高さ（Ｚ方向高さ）
はホルダ５２の側壁部５２２の高さと同等に、収納空間４２の深さ（Ｚ方向深さ）より低
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く設定される。側壁部５３０は収納空間４２に嵌り込むように配される。側壁部５３０の
内径はカバー５３の外形とほぼ一致させている。尚、側壁部５３０の内面には、ホルダ５
２の係合爪５２３と係合するための係合溝５３３が存在する。
【００２８】
　中央部５３１は、側壁部５３０の上方を覆うように、凸レンズ状に膨出して形成されて
なる。照明装置１において、中央部５３１は収納空間４２を被覆するように配される。
　フランジ部５３２は、中央部５３１の周囲と連続して形成される。フランジ部５３２は
、その直径Ｐ2が収納空間４２の直径Ｐ1よりも大きくなるように設定されている（図５（
ａ））。また、フランジ部５３２は、その裏面５３２ａが装置本体２の段差部４２４の表
面と同様に、光源部５のランプ軸（Ｚ）方向と直交する平面（ＸＹ平面）に沿って平坦化
されている（図５（ａ））。
【００２９】
　ここで、カバー５３をホルダ５２とともに収納空間４２に収納し、ホルダ５２の雌ねじ
５２４、５２５と雄ねじＢ1、Ｂ2とを締結する際を説明する。雌ねじ５２４、５２５と雄
ねじＢ1、Ｂ2とを締め込むと、ホルダ５２及びホルダ５２と係合したカバー５３が収納空
間４２の内底面４２１側（Ｚ方向）に引き上げられる（図３）。ホルダ５２の側壁部５２
２及びカバー５３の側壁部５３０の各高さが収納空間４２の深さより低いので、雄ねじＢ

1、Ｂ2を締め込むにつれてフランジ部５３２の裏面５３２ａが段差部４２４の表面に圧接
される。これによりフランジ部５３２は、収納空間４２の開口周縁４２３の全周にわたっ
て面接触する（図５（ａ））。このフランジ部５３２の裏面５３２ａと段差部４２４との
面接触は、雄ねじＢ1、Ｂ2を締結することで維持できる。
【００３０】
　照明装置１において、中央部５３１とフランジ部５３２とはともに発光面として機能す
る。
　さらにカバー５３は、図５（ａ）における領域Ａの拡大断面図（図５（ｂ））に示すよ
うに、中央部５３１の平均厚みをｔ1、フランジ部５３２の平均厚みをｔ2とするとき、ｔ

1＜ｔ2の関係が成立するように構成される。
【００３１】
　尚、発光部５０１の出射光を透過させるため、カバー５３は透光性材料を用いてなる。
透光性材料としては、例えばポリカーボネート（ＰＣ）、ポリメタクリル酸メチル樹脂（
ＰＭＭＡ）等の透明樹脂材料を例示できる。あるいは透光性材料として、透明樹脂材料に
乳白色の拡散剤を分散させた材料を例示できる。カバー５３の材料に光拡散剤を分散させ
ることにより、発光部５０１からの出射光をカバー５３内に導光して均一に面発光させる
効果を期待できる。
（光源部５の取付方法）
　まず、ホルダ５２にカバー５３を被せる。このときホルダ５２の係合爪５２３をカバー
５３の係合溝５３３と係合させる。これによりホルダ５２とカバー５３とを一体とする。
【００３２】
　次に、ホルダ５２の窓孔５２１の上に発光モジュール５０を載置する。このとき発光モ
ジュール５０の発光部５０１を窓孔５２１より外部露出させる（図５（ａ））。発光モジ
ュール５０の上に放熱シート５１を重ねる。この状態で、発光モジュール５０の配線を装
置本体４の配線孔４２７、４２８に挿通させる。また装置本体４の上面側からねじ孔４２
５、４２６に雄ねじＢ1、Ｂ2を挿通する。装置本体４の台座部４２９上に放熱シート５１
、発光モジュール５０が同順に載置されるように、ホルダ５２及びカバー５３を装置本体
４に近接させる（図３、図４）。雄ねじＢ1、Ｂ2を同順に雌ねじ５２４、５２５に締結す
る（図３）。雄ねじＢ1、Ｂ2を雌ねじ５２４、５２５に締め込み、ホルダ５２及びカバー
５３を装置本体４の収納空間４２の内底面４２１側に引き上げて固定する。また、これに
伴い、発光モジュール５０を窓孔５２１の周縁と放熱シート５１との間で挟設する（図５
（ａ））。このときホルダ５２と係合したカバー５３において、フランジ部５３２の裏面
５３２ａを開口周縁４２３の全周にわたり、段差部４２４の表面と面接触させる。尚、フ
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ランジ部５３２の裏面５３２ａと段差部４２４の表面との圧接の程度は、雌ねじ５２４、
５２５に対する雄ねじＢ1、Ｂ2の締結トルクで調節することができる。
【００３３】
　以上で光源部５を装置本体４に取り付けることができる。
（照明装置１の設置方法）
　照明装置１を天井に設置する際の方法を説明する。作業者は各取付バネ３を装置本体４
の高さ（Ｚ）方向に沿って撓ませる（図１）。この状態で、点灯装置２及び装置本体４を
天井に設けた取付孔に挿入する。枠部４４が天井に当接した状態で作業者が取付バネ３か
ら手を放すと、取付バネ３が復元して照明装置１が取付孔の周囲に係止される。これによ
り照明装置１を天井の取付孔に埋設することができる。
（照明装置１において奏される効果）
　以上の構成を有する照明装置１では、以下の諸効果を期待できる。
［異物侵入の防止効果］
　照明装置１では、雌ねじ５２４、５２５と雄ねじＢ1、Ｂ2の締結により、カバー５３が
ホルダ５２とともに収納空間４２の内底面４２１まで引き上げられて固定されている。こ
れにより、カバー５３のフランジ部５３２の裏面５３２ａが収納空間４２の開口周縁４２
３の全周にわたり、段差部４２４の表面に圧接されて面接触している（図５（ａ））。ま
た、照明装置１に対して外部より振動が加わっても、フランジ部５３２の裏面５３２ａと
段差部４２４との面接触を維持することができる。従って、仮にカバー５３の側壁部５３
０と収納空間４２の側面４２２との間に、外部と直接連通する間隙Ｄ1が存在しても、異
物が間隙Ｄ1に侵入するのを効果的に防止できる。よって、発光面に異物の影を生じて発
光特性を低下させる問題を回避することができる。この効果を得るためには、カバー５３
を外部より被覆する透明パネルや、間隙Ｄ1を埋める充填剤を別途用いる必要がない。結
果として、屋外で使用する場合であっても、外部からカバー５３内への異物の侵入を効果
的に防止することが可能な照明装置１を比較的低コストで提供できる。
【００３４】
　尚、この異物侵入の防止効果をさらに高めるためには、図５（ｂ）に示すように、カバ
ー５３の直径（Ｘ）方向に沿ったフランジ部５３２と段差部４２４との隙間Ｄ2をできる
だけ小さくすることが望ましい。
　また、実際に照明装置１を製造する場合には、カバー５３の側壁端部５３４又はホルダ
５２の側壁端部５２６と収納空間４２の内底面４２１との間に微小な間隙を設けることが
ある（図３、図４）。このような構成であっても、フランジ部５３２が開口周縁４２３の
全周にわたり、段差部４２４の表面と面接触していれば、上記効果を期待できる。
［導光効果］
　比較のため図７（ｂ）の拡大断面図に、フランジ部５３２を有さず、中央部５３１Ｘの
周縁が反射部４３に近接配置されるカバー５３Ｘを用いた照明装置を示す。この構成にお
いて、駆動時に中央部５３１Ｘの周縁よりやや外側に向けて発光モジュールより出射され
る出射光Ｌ3を想定する。出射光Ｌ3が側壁部５３０Ｘに当たる際、側壁部５３０Ｘを突き
抜けて側面４２２Ｘ付近に当たると、出射光Ｌ3を反射部４３でうまく反射させることが
できない。そのため、出射光Ｌ3を照明光として効率よく利用することが困難な場合が想
定される。
【００３５】
　これに対して照明装置１では、カバー５３の中央部５３１の平均厚みｔ1に比べ、フラ
ンジ部５３２の平均厚みｔ2を厚くしている。照明装置１では、肉厚のフランジ部５３２
の内部に光路が形成される。ここで図７（ａ）に示すように、駆動時において、中央部５
３１の周縁よりやや外側に向けて出射される発光モジュール５０の出射光Ｌ1、Ｌ2を想定
する。照明装置１では、比較的厚みの厚いフランジ部５３２の内部に光路を形成したこと
により、フランジ部５３２を透過させた出射光を外部に効率よく出射させることができる
。具体的にフランジ部５３２を透過した出射光Ｌ1、Ｌ2は、収納空間４２内の側面４２２
へ衝突するのが回避される。出射光Ｌ1、Ｌ2は反射部４３に反射されることで、照射光に
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寄与される（図７（ａ））。結果として照明装置１では、中央部５３１とフランジ部５３
２の全体にわたり発光輝度を向上できる。これにより照明装置１では、優れた面発光を期
待することができる。
［カバー５３の破損防止効果］
　照明装置１では、カバー５３のフランジ部５３２の平均厚みｔ2を比較的厚く設定して
いる。これによりフランジ部５３２と、フランジ部５３２に近接する側壁部５３０の周辺
とが肉厚に形成されている。よって、カバー５３の機械的強度が高められている。従って
、カバー５３をホルダ５２とともに装置本体４に取り付ける際、雌ねじ５２４、５２５と
雄ねじＢ1、Ｂ2の締結トルクをある程度高めても、側壁端部５３４（図６）が内底面４２
１と当接してカバー５３が破損するのを防止できる。また同様に、フランジ部５３２の裏
面５３２ａと段差部４２４とが圧接する際に、フランジ部５３２が破損するのを防止でき
る。
【００３６】
　以下、本発明の別の実施の形態について、実施の形態１との差異を中心に説明する。
＜実施の形態２＞
　実施の形態２に係る照明装置のカバー５３周辺の構成を、図８の部分拡大図に示す。実
施の形態２の照明装置が実施の形態１の照明装置１と異なる点は、収納空間４２とフラン
ジ部５３２との間に介挿されたパッキンＰを有する点である。パッキンＰは、一例として
シリコーン樹脂や合成ゴム等からなる透光性のエラストマー材料で構成される。パッキン
Ｐは収納空間４２の開口周縁４２３の全周にわたり、無端環状に配されている。図８に示
すように、フランジ部５３２はパッキンＰを介し、収納空間４２の開口周縁４２３におけ
る段差部４２４と間接的に面接触している。パッキンＰの厚みを調節することで、ＸＹ方
向に沿ったフランジ部５３２と段差部４２４との間の隙間はパッキンＰでほぼ封止されて
いる。
【００３７】
　このような構成を有する実施の形態２の照明装置では、パッキンＰを用いることで部材
点数が増える。しかしながらパッキンＰを用いたことによる生産コストの増加がそれほど
問題にならない場合には実施可能である。
　この実施の形態２においても、実施の形態１と同様の諸効果を期待できる。さらにパッ
キンＰの配設によりカバー５３付近の防水性が高められているので、照明装置を屋外使用
する際に雨滴等の水滴がかかっても、水分が照明装置の内部に侵入するのを防止できる。
結果として、止水効果による照明装置の長寿命化を期待できる。また、実施の形態２は、
実施の形態１の照明装置１において、パッキンＰをカバー５３と収納空間４２との間に設
けることで実現できる。従って、比較的高い実現性を有する。
【００３８】
　尚、パッキンＰの形状は厚みの薄い無端環状に限定されず、断面が円形または楕円形の
Ｏリング状としてもよい。すなわち、パッキンＰの形状はカバー５３と収納空間４２の形
状に合わせて適宜調節することが可能である。
　また、実施の形態２において、パッキンＰはフランジ部５３２と段差部４２４との間に
配設する構成に限定されない。パッキンＰは、少なくとも収納空間４２とカバー５３との
間に介挿されていればよい。従って、例えばカバー５３の側壁部５３０と収納空間４２内
の側面４２２の間にのみパッキンＰを設けることもできる。
＜実施の形態３＞
　実施の形態３に係る照明装置のカバー５３周辺の部分拡大図を図９に示す。実施の形態
３が実施の形態１と異なる点は、装置本体４Ａが装置本体４のように反射部４３を持たな
い構成とした点である。この場合、カバー５３のフランジ部５３２は装置本体４Ａの表面
より上方に膨出するように配置される（図９）。しかしながら、このような構成であって
も、実施の形態１と同様の効果を期待することができる。すなわち、反射部４３は本発明
に必須の構成ではなく、適宜省略することが可能である。
＜その他の事項＞
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　実施の形態１では、発光モジュールとして、基板表面にＣＯＢ技術により発光素子を実
装した構成を例示した。本発明の発光モジュールにおける発光素子の実装方法はこれに限
定されない。例えば基板をプリント基板とし、発光素子をＳＭＤ（表面実装型デバイス）
として実装した構成としてもよい。また、複数の発光モジュールを収納空間４２の内部に
並べて収納してもよい。
【００３９】
　カバー５３の側壁端部５３４と収納空間４２の内底面４２１との間にはＯリング等のパ
ッキンを配設してもよい。これにより側壁端部５３４と内底面４２１との間を密に封止で
きる。よって、照明装置１の内部への水分の侵入を一層適切に防止できる。
　実施の形態１の照明装置１では、装置本体４に点灯装置２を直接固定する構成を例示し
たが、装置本体４と点灯装置２とは互いに離間して設けてもよい。この場合、点灯装置２
は天井の裏等に載置することができる。
【００４０】
　本発明において、底面を平面視した際の収納空間４２の周縁形状は円形に限定されない
。例えば、多角形状、楕円状のいずれかとすることもできる。
　本発明の照明装置は、異物と接触しやすい屋外使用時に特に高い効果を奏する。しかし
ながら本発明の照明装置は、屋内で使用しても屋外使用時と同様に優れた効果を期待する
ことができる。
【００４１】
　実施の形態１の照明装置１では、カバー５３と係合したホルダ５２を雄ねじＢ1、Ｂ2を
用いて装置本体４側に固定した。本発明では、互いに係合したカバー５３とホルダ５２の
少なくとも一方を、Ｂ1、Ｂ2に示す雄ねじ等の締結部材を用いて装置本体４側と固定すれ
ばよい。これにより、フランジ部５３２を開口周縁４２３の全周にわたり面接触させるこ
とができる。
【００４２】
　尚、雌ねじ５２４、５２５と雄ねじＢ1、Ｂ2を用いる代わりにリベットを用いてホルダ
５２を装置本体４側に固定してもよい。或いは接着によりホルダ５２を装置本体４側に固
定することもできる。
【符号の説明】
【００４３】
　Ｄ1～Ｄ5　　間隙
　Ｐ1　　収納空間の直径
　Ｐ2　　フランジ部の直径
　Ｐ　　パッキン
　ｔ1　　中央部の平均厚み
　ｔ2　　フランジ部の平均厚み
　１、１Ｘ　　照明装置
　２　　点灯装置
　３　　取付バネ
　４、４Ａ、６　　装置本体
　５　　光源部
　１０　　天井
　１１　　取付孔
　４２、６０　　収納空間
　５１　　発光モジュール
　５２　　ホルダ
　５３　　カバー
　４２１　　内底面
　４２２　　側面
　４２３　　開口周縁
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　４２４　　段差部
　４２９　　台座部
　５００　　基板
　５０１　　発光部
　５０２　　発光素子
　５０３　　波長変換部材
　５２１　　窓孔
　５２２　　ホルダの側壁部
　５３０　　カバーの側壁部
　５３１　　中央部
　５３２　　フランジ部
　５３２ａ　　フランジ部の裏面

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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